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１．2014 年度活動のまとめ 

（１）農園活動の方向・思いと実践⇒立ち上げ準備会や懇談会で論議したことを実践してきました。 

    ①３００坪の畑を貸していただき荒れ地にはできない。 

     ・地這野菜（カボチャ・きゅうり・サツマイモ）でスペースを埋める 

     ・旬の野菜が楽しめるような作付けを行う 

     ・春先から夏場は雑草との戦い、マルチシートの活用で防草を行う 

    ②有機無農薬栽培に挑戦する。 

     ・一部化成肥料の使用（液肥・有機化成肥料） 

     ・無農薬での害虫・カラス被害（里いも・こかぶ・チンゲン菜・かき菜・白菜） 

    ③収穫物の分配方法。 

     ・作業参加者で当日の収穫物を均等分配 

     ・収穫デーで一斉収穫（サツマイモ・里いも） 

    ④会員の拡大と地域との交流。 

     ・立上げ会員９名から 2014年 12月末現在 15名に拡大。地元住民 2名も入会。 

     ・東京農工大学、地元農家との交流も兼ねた夏秋収穫祭を盛大に開催できた。 

・所沢の自然と農業及び、食とこサークルとの交流も深まり、活動が充実した。 

 

（３）主要活動日程・・日常作業内容については＜2014年度作業日誌ダイジェスト版＞による。 

月 日 主要活動 

3月 23 市民大学ファーム「キックオフ」 

・現地確認及び、東京農工大学関係者、伊藤畜産社長(地主さん窓口)との対面 

・初作業(元肥・耕耘)の実施 

4月 1 立ち上げ準備会（柳瀬公民館） 

・「市民大学ファームの会」正式設立、米山会長兼会計、中原副会長選出 

27 山村さん入会 

5月  春野菜の植え付け（エダマメ、インゲン、トマト、ナス、ピートン、インゲンなど） 

6月 11 第 1回 懇談会実施（城公民館）、 

岡部さん、吉田麗さん、長岡さん入会 

7月 6 吉田 勝・万里子さんご夫妻入会 

29 夏の収穫祭開催：ところざわ倶楽部の「食とこサークル」との交流会を兼ねて実施 

・淵野先生、corotの峯岸さん含め、総勢 23名参加 

8月 11 台風被害発生⇒倒れたトマト、ピートン、ナスなどの支柱を修復 

9月 8 鮫島さん入会 

10月 30 さつま芋の収穫デー（高齢者大学 OBグループの収穫体験会も実施） 

11月 9 里芋の収穫デー  （吾妻 SLCの収穫体験会も実施） 

12月 7 秋の収穫祭を開催：東京農工大学の「里芋試食会」と合同で実施 

・所沢市の大舘副市長、農業振興課小寺課長他３名、東京農工大学は、淵野先生、大

川先生、下田先生、笹尾先生他６名、伊藤畜産さん、陽子ファームさんも参加 

ところざわ倶楽部からの参加者含め、総勢 36名と盛大に開催 

14 陽子ファーム支援活動（落ち葉掃き準備の枯れ枝処理） 

25 今年最後の作業日 
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（４）活動実績 

①作付＆収穫実績：詳細は 4．項「作付＆収穫実績表」による。 

 初年度であり、実質 4月からの活動であったが「19 品種、28 種類」の野菜を作付し、12 月末まで

に「26種類」の収穫をすることが出来ました。 

 

   ②農地の有効活用：詳細は 5．項「作付マップ」による。 

    13畝中、春夏野菜で 10畝活用し、秋冬野菜では 6畝活用。年間では全畝を活用した。 

    ※ジャガイモの植え付けが間に合わなかったため、春夏野菜では全畝活用は出来なかったが、 

活用率は高水準だと思う。（地主さんにも満足して頂けるレベル） 

 

   ③作業日数＆作業人数：作業内容の概要は別紙「作業日誌ダイジェスト版」による。 

    合計作業日数は 57日、延べ作業者数は 285人でした。（1作業日平均 5人参加） 

 

 ④イベントの開催 

    ・夏の収穫祭（7月 29日 城公民館） 

     淵野先生や corotの峯岸さんをゲストに迎え、更に「食とこサークル」との交流会を兼ねて実施

したことで、23名参加。仲間の輪が広がりました。 

    ・秋の収穫祭（12月 7日 城公民館） 

     東京農工大学の「里芋試食会」と合同で実施したことで、所沢市の関係者（大館副市長、小寺農

業振興課長他）や大学関係者、食とこサークル、更に伊藤畜産さんと陽子ファームさんも加わり

36名と言う大勢の参加者が有り盛り上がりました。 

    ・収穫デー（10月 30日：さつま芋堀、11月 9日：里芋堀） 

多くの会員が参加して楽しみました。（市内の２団体の収穫体験会も実施出来ました） 

 

   ⑤東京農工大学、所沢市との連携及び、農家・地域との交流 

    ・東京農工大学の里芋実証園の支援については、余り手伝う余地が無く、逆に大型農機具での耕耘

や里芋掘りをお願いしたのが実態でしたが、秋の収穫祭で多少お礼ができたのではないかと思っ

ています。 

    ・農家さんとの連携では、伊藤畜産さん夫妻、地主さん及び地主さんの妹夫妻と面識が出来、お手

伝いしたり、されたりと馴染んできました。 

又、農家（陽子ファーム）支援として、12月に落ち葉掃きの前作業（枯れ枝処理作業）を行った。 

    ・地域との交流では、ところざわ倶楽部以外に、地元住人 3名が会員となりました。 

＜1年間の振り返り＞ 

■良かった点 

①「農作業を楽しみ・美味しい採りたて野菜を食し・仲間の輪を広げる」ことが実感出来た。 

②収穫祭などを通して所沢市、東京農工大学、農家との連携の第一歩が順調にスタート出来たと思います。 

③地域との交流も地元住民の入会、収穫デーに他団体の参加など、広がりつつあると思います。 

■課題 

①収穫物の分配が、作業日中心であったため、必ずしも均等には出来なかった。 

収穫デーの設定などは良かったが、作業日以外の収穫方法など検討を要す。 

②専門技術や経験の差から会員間の負荷の偏りが生じている。 

ある期間は仕方がないが順次改善する方策を考える必要がある。 
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（５）会計報告                              （単位：円） 

 項目 内容 金額 備考 

収

入

の

部 

入会金 3,000×15人 45,000  

年会費 3,000×15人 45,000  

産物販売金額 江守（3000円）、曽部（1000円） 

吾妻 SLC一期会（3000円） 

7,000  

① 小計  97,000  

支

出

の

部 

農耕具類購入費 鍬、スコップ、など 28,770  

種・苗購入費 カボチャ、枝豆、黒ナス、など 6,094  

肥料・消耗品購入費 有機肥料 50kg、苦土石灰 40kg、 

黒マルチ 2、他 

11,672  

事務費・謝礼 公民館使用料、 

お中元・お歳暮、など 

19,705  

② 小計  66,241  

合計 ① －② 30,759 次年度繰越 

 

＜注記＞ 

① 関係者への謝礼（略） 

   

② 協賛品 

淵野先生（ホースセット、液肥）、農工大（里芋種芋、ピートン苗など）稲村さん（黄マルチ）、 

伊藤畜産さん（有機肥料他）、陽子ファームさん（トマト、ナス苗）、中原さん（人参、大根、小蕪、 

青梗菜の種）、相馬さん（ネギ、ホーレンソウ種苗）、川口さん（鍬、かき菜）、米山さん（大根 

の種他）玉上さん(ネット他)、清水（植木鋏） 

等々、大勢の方から提供して頂きました。 

※記載漏れが有りましたらすみません。 

 

 

 

 

 

 

２．農作業スナップ＆産物 

 

畑の風景 

 

農工大とのミーティング 

 

耕耘前の元肥蒔き 
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マルチ掛け作業 

 

枝豆、インゲンが美味しかった 

 

収穫真っ盛り 

 

トマトの支柱掛け作業 

 

巨大キュウリのレシピは色々 

 

ナスも沢山採れました 

 

大根の間引き作業 

 

オクラは花も綺麗でした 

 

4種類のさつま芋 

 

玉葱苗の植え付け作業 

 

秋野菜も沢山採れました 親芋のスライス焼きは絶品 

３．里芋の生育記録：種芋は東京農工大学から提供を受け、松島さんの指導で「液肥栽培」を行いました。 
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4月 27日 種芋の植え付け 

 

5月 11日毎週の液肥＆水やり 

 

5月 8日 元気な芽が出てきました 

 

7月 6日土寄せ 大分しっかりして来ました 

 

7月 21日 液肥＆水やりが続きます 

 

8月 8日 アブラムシの駆除 

いよいよ収穫です 

 

 

 

見事な株でした！ 

 

種芋の貯蔵用穴掘り作業 

 

４．作付け＆収穫実績表 
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１９品種２８種類も育てました！ 

 産物名 植付  ﾏﾙﾁ ﾈｯﾄ 収穫時期 味の評価 評価・備考 

里芋     10/19～12/25   

 福井大野 4/20 苗 黒黄  ↑  東京農工大提供苗 90個 

千葉 土垂 ↑  黒黄  ↑  ↑        51個 

鹿児島ｾルﾍﾞｽ ↑  黒黄  ↑  ↑        12個 

千葉土垂逆植 ↑  黄  ↑  ↑        15個 

   親芋 5/4  －  ↑  地主さん提供    6個 

枝豆 4/27 種 黄  7/6～7/20  30cm間隔×2列＝120本 

丸莢オクラ 5/1 種 －  7/24～10/26  40cm間隔 20粒 

蔓無しインゲン 5/1 種 －  6/26～7/20 

9/18〜10/19 

  

秋の収獲 

トマト      7/13～9/4  陽子ファーム提供苗 

  ﾌﾞﾗｯｸﾁｪﾘｰ 5/15  黄  ↑  ↑16本 

  ｸﾞﾘｰﾝｾﾌﾞﾗ 5/15 苗 黄  ↑  ↑29本 

  ｲﾀﾘｱﾝﾏｲｽ 5/15 苗 黄  ↑  ↑11本 

カボチャ 5/15 苗 －  7/24～10/19   18本 

ピートン 5/18 苗 黒  7/9～10/30  東京農工大提供苗 10本 

緑ナス 5/18 苗 黒  7/24～10/30  陽子ファーム提供苗 16本 

黒秀ナス 5/22 種 黒  7/24～10/26  16本 

地這キュウリ 5/22 種 －  7/13～10/19  16本 

さつま芋        

  紅東 6/1 苗 黄  10/26～10/30  伊東農園より購入 40本 

紅はるか 6/1 苗 黄  10/26～10/30  ↑        15本 

紅赤 6/1 苗 黄  11/12～11/23  ↑        20本 

おいらん 6/1 苗 黄  11/12～11/23  ↑        30本 

長ネギ（植替え） 8/14 苗   11/23～  相馬さん提供品 

人参 8/24 種   11/20～12/21  200本 

白菜 9/4 種  ○ 11/20～12/14  50cm間隔×2列＝ 

カブ（白鷹小蕪） 9/10 種   10/19～  10cm間隔×3列＝ 

ホウレン草 9/21 種 黄  11/27～12/14   

カブ（蒔き直し） 10/8 種   11/27～12/14   

大根（快調総太） 9/10 種   11/20～  30cm間隔×2列＝100カ所 

大根（おでん） 9/21 種   12/14～   

青梗菜 10/19 種   12/7～   

かき菜 10/30 苗     川口さん提供品 21本 

ホウレン草 11/2 種 黄 ○    

玉葱 11/20 苗 黒    600本 

 

 

５．作付マップ 

倉庫側 
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（１）春・夏野菜・・・8月中旬までの種蒔き・植え付け野菜 

オクラ  

里芋（福井大野） 里芋（千葉 土垂） 里芋（鹿児島セレベス）  里芋（千葉逆さ植え） 

里芋（福井大野） 里芋（千葉 土垂） 里芋（鹿児島セレベス）  里芋（千葉逆さ植え） 

里芋（福井大野） 里芋（千葉 土垂） 里芋（鹿児島セレベス）  里芋（千葉逆さ植え） 

枝豆 里芋（親芋） 

蔓なしインゲン トマト（黒） トマト（緑） トマト（黄） 

ピートン ナス（緑） ナス（黒） 

カボチャ 

 

地這キュウリ 

  

  

  

さつま芋（紅東） さつま芋（紅はるか） 

さつま芋（紅赤） さつま芋（おいらん） 

 

（２）秋・冬野菜・・・8月下旬以降の種蒔き・植え付け野菜 

  

    

    

    

 長ネギ 青梗菜  

    か

き

菜 

 

 

 

  

ニンジン 小蕪 

白菜 ホウレン草 

大根 大根（おでん大根） 

ホウレン草 玉葱 

玉葱  

 

（３）そのた 

① 北東隅に渡部さんが「ブルーベリー」を植えてくれました。 

② 東京農工大学の畑との境に鮫島さんが「食用菊」を植えてくれました。 

 

 

 


